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本 論 文 は 、 明 治 中 期 か ら 昭 和 戦 前 期 に か け て 活 躍 し た 建 築 学 者 ・ 建 築 家 で あ る
伊 東 忠 太 （ 1867～ 1954） の 建 築 理 念 と 設 計 活 動 に 実 証 的 な 検 討 を 加 え 、 両 者 の 関
係 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。
伊 東 忠 太 の 活 動 は 多 岐 に わ た る 。 19世 紀 末 か ら 旺 盛 な 執 筆 活 動 を 展 開 し 、 明 治

42年 に は 「 建 築 進 化 論 」 を 唱 え て 、 明 治 期 の 建 築 思 想 を 先 導 し た 。 「 法 隆 寺 建 築
論 」 を 嚆 矢 と す る 日 本 建 築 研 究 、 東 洋 建 築 研 究 、 文 化 財 保 存 の 面 で も 、 そ の 先 駆
性 は 大 き い 。 真 宗 信 徒 生 命 保 険 会 社 や 築 地 本 願 寺 な ど 、 独 自 の 創 作 活 動 で も 知 ら
れ 、 そ の 他 に も 、 設 計 競 技 審 査 員 や 帝 国 大 学 教 授 と い っ た 職 分 を 通 じ て 、 日 本 近
代 建 築 の 流 れ に 多 大 な 影 響 を 与 え た 。 こ れ ま で に も 、 そ れ ぞ れ の 対 象 は 通 史 的 に
言 及 さ れ て お り 、 批 評 的 に 取 り 上 げ ら れ る 機 会 も 少 な く な い 。 し か し な が ら 、 伊
東 と い う 個 人 の 特 質 を 解 明 し 、 そ れ を 歴 史 の 中 に 位 置 づ け る に は 至 っ て い な い 。
建 築 理 念 と 設 計 活 動 は 、 伊 東 の 活 動 全 般 に 関 連 し 、 強 い 個 性 と 影 響 力 を 有 す る

こ と で 、 第 一 に 検 討 さ れ る べ き 対 象 と 考 え ら れ る 。 本 論 文 で は 、 可 能 な 限 り 論 理
的 な 解 釈 を 加 え る こ と で 、 両 者 に 通 底 す る 特 質 の 解 明 を 試 み た 。 そ の 基 盤 と し
て 、 歴 史 的 事 実 の 解 明 に 留 意 し た 。 発 表 さ れ た 論 考 を 収 集 し 、 ま た 、 各 所 に 分 散
し た 関 連 史 料 の 渉 猟 に 努 め た 。 と り わ け 、 大 き な 役 割 を 果 た し た の が 、 東 京 大 学
所 蔵 の 伊 東 忠 太 旧 蔵 史 料 で あ る 。 百 数 十 葉 の 直 筆 図 面 や 草 稿 類 の 発 見 に よ っ て 、
多 く の 新 事 実 が 明 ら か と な っ た 。
本 論 文 は 、 序 論 、 本 論 ３ 編 ９ 章 、 結 論 で 構 成 さ れ る 。
序 論 で は 、 研 究 の 目 的 、 既 往 の 研 究 の 成 果 と 課 題 、 研 究 の 方 法 と 本 論 文 の 構 成

に つ い て 述 べ た 。
本 論 第 １ 編 「 伊 東 忠 太 の 建 築 理 念 の 形 成 過 程 」 （ ３ 章 ） で は 、 帝 国 大 学 入 学 か

ら ア ジ ア ・ 欧 米 留 学 ま で の 期 間 を 扱 い 、 建 築 理 念 の 持 続 と 変 容 を 考 察 し た 。
第 １ 章 「 『 有 為 会 雑 誌 』 の 論 説 に み る 建 築 理 念 」 で は 、 『 建 築 雑 誌 』 を 中 心 に

旺 盛 な 執 筆 活 動 を 行 な う 以 前 の 建 築 理 念 を 解 明 す る 資 料 と し て 、 伊 東 を は じ め と
す る 米 沢 出 身 の 在 京 学 生 が 明 治 22年 に 結 成 し た 「 有 為 会 」 の 機 関 誌 で あ る 『 有 為
会 雑 誌 』 に 着 目 し 、 伊 東 が 帝 国 大 学 在 学 中 に 寄 稿 し た 言 論 を 考 察 し た 。 そ の 結 果
と し て 、 大 学 入 学 以 前 か ら 美 術 に 対 す る 理 念 を 有 し て い た こ と 、 オ ー ウ ェ ン ・ ジ
ョ ー ン ズ の 『 装 飾 の 文 法 』 か ら 影 響 を 受 け た こ と 、 美 術 と 国 家 の 関 係 を 模 索 し て
い た こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 円 環 的 時 間 と 直 線 的 時 間 、 普 遍 的 法 則 性 と 人
間 行 動 の 自 由 、 各 国 芸 術 の 共 通 性 と ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン 、 と い う ３ つ の 対 立 的 な 思
想 の 存 在 が 導 き 出 さ れ た 。
第 ２ 章 「 帝 国 大 学 造 家 学 科 の 教 育 内 容 と 伊 東 忠 太 」 で は 、 帝 国 大 学 在 学 中 の 受

講 ノ ー ト を 検 討 す る こ と で 、 当 該 期 の 帝 国 大 学 造 家 学 科 の 学 科 目 内 容 を 初 め て 提
示 し 、 伊 東 の 建 築 理 念 に 与 え た 影 響 を 考 察 し た 。 ノ ー ト か ら は 、 そ れ ぞ れ に 詳 細
な 実 務 的 内 容 を 持 ち な が ら も 各 論 的 な 、 当 時 の 学 科 目 の 構 成 が 判 明 し た 。 覚 書 き
な ど か ら 、 こ れ が 当 時 の 伊 東 の 建 築 理 念 と 対 照 的 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 一 方
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で 、 コ ン ド ル や 木 子 清 敬 の 講 義 に は そ の 後 の 伊 東 の 活 動 に 通 じ る 内 容 が あ り 、 逆
説 的 な 影 響 だ け で な く 、 具 体 的 な 継 承 関 係 も 認 め る こ と が で き た 。
第 ３ 章 「 明 治 中 期 の 未 定 稿 に み る 日 本 建 築 研 究 」 で は 、 大 学 院 進 学 か ら 留 学 ま

で に 成 立 し た ４ 篇 の 未 定 稿 を 紹 介 し 、 初 期 の 日 本 建 築 研 究 の 性 格 を 考 察 し た 。 そ
の 結 果 、 大 学 院 入 学 直 後 に 、 以 後 の 論 と 対 照 的 な 性 格 を 持 っ た 「 日 本 建 築 学 」 へ
の 取 組 み を 行 な っ て お り 、 こ の 経 験 が 「 法 隆 寺 」 の 意 義 を 再 認 識 さ せ た と 推 定 さ
れ る こ と 、 日 本 建 築 通 史 を 完 成 さ せ る 以 前 の 伊 東 が 、 過 去 の 建 築 を 、 よ り 原 理
的 ・ 内 在 的 に 、 大 陸 と の 深 い 関 係 の も と で 捉 え よ う と し て い た こ と 、 彼 の 中 に あ
る 美 的 な 嗜 好 と 学 問 的 な 嗜 好 を 接 続 し 、 世 界 の 建 築 の 共 通 性 と 差 異 を 理 解 す る た
め に 、 日 本 建 築 の 細 部 様 式 に お け る 曲 線 を 分 析 的 に 論 じ て い た こ と が 判 明 し た 。
本 論 第 ２ 編 「 伊 東 忠 太 の 建 築 理 念 の 特 質 」 （ ２ 章 ） で は 、 「 建 築 進 化 の 原 則 よ

り 見 た る 我 邦 建 築 の 前 途 」 （ 明 治 42） を 初 め と し た 、 い わ ゆ る 「 建 築 進 化 論 」 に
内 在 す る 建 築 理 念 の 独 自 性 を 明 ら か に し 、 設 計 活 動 と の 関 係 を 解 き 明 か し た 。
第 １ 章 「 『 建 築 進 化 論 』 の 思 想 的 特 質 」 で は 、 「 建 築 進 化 論 」 に 直 接 関 連 し た

発 表 言 論 の 精 読 を 通 じ て 、 論 が 主 張 す る 理 念 と 、 そ の 具 体 的 手 法 、 お よ び 現 実 と
の 関 係 を 考 察 し た 。 そ の 結 果 、 「 建 築 進 化 論 」 が 〈 建 築 = 様 式 〉 を 〈 生 物 〉 と し
て 捉 え 、 内 部 の 相 互 作 用 と 外 部 と の 融 合 に よ っ て 、 連 続 性 を 保 ち な が ら 、 漸 進 的
に 変 化 す る と い う 見 解 を 表 明 し て 、 近 代 日 本 の 建 築 が 、 そ う し た 線 に 沿 っ て 進 む
べ き と 主 張 し た こ と が 明 確 に な っ た 。 伊 東 は 、 そ れ に よ っ て 、 日 本 建 築 の 〈 主 体
性 〉 と 、 〈 継 承 性 〉 と 〈 革 新 性 〉 を 併 せ 持 つ （ べ き ） 近 代 日 本 建 築 の 世 界 史 的 な
独 自 性 を 保 証 し て い る 。 注 目 す べ き は 、 設 計 の 自 由 が 、 未 来 へ の 投 企 と し て 保 証
さ れ て い る こ と で あ り 、 「 建 築 進 化 論 」 は 、 建 築 家 の 設 計 の 自 由 を 確 保 す る 論 理
と し て も 機 能 し て い る 。 手 法 に お い て も 、 各 国 建 築 の 折 衷 を 〈 主 体 性 〉 の 下 で 正
当 化 し て い る 。 以 上 の よ う に 、 「 建 築 進 化 論 」 と 、 同 時 期 に 開 始 さ れ て い た 自 己
の 設 計 活 動 と の 、 根 源 的 な つ な が り を 明 証 し た 。
第 ２ 章 「 『 建 築 進 化 論 』 の 生 成 過 程 」 で は 、 新 た に 留 学 中 の 草 稿 類 や 帰 国 後 の

言 論 ・ 草 稿 類 を 検 討 対 象 に 加 え 、 種 々 の 想 念 の 中 か ら 「 建 築 進 化 論 」 が 生 成 さ れ
て い く 過 程 を 追 っ た 。 そ の 原 型 は 、 伊 東 の 最 初 の 海 外 渡 航 で あ る 明 治 34年 の 紫 禁
城 調 査 の 後 に 現 れ る 。 留 学 に お け る 西 欧 体 験 は 、 そ れ を ア ジ ア 体 験 を 組 み 入 れ た
「 建 築 進 化 論 」 の 草 稿 へ と 発 展 さ せ 、 続 く 古 代 ギ リ シ ア 建 築 体 験 と 西 欧 建 築 書 の
精 読 は 、 西 欧 中 心 主 義 的 な 発 展 段 階 説 に 対 抗 す る 必 要 を 強 く 意 識 さ せ た 。 さ ら
に 、 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー と ア メ リ カ 建 築 と の 出 会 い が 、 前 進 的 な 論 の 性 格 を 決 定
づ け た 。 帰 国 後 の 言 論 ・ 草 稿 類 か ら は 、 「 建 築 進 化 論 」 中 の 挿 図 の 生 成 過 程 が 読
み と れ る 。 ま ず 、 帰 国 の 翌 年 に 、 単 一 の 起 源 を 想 定 し な い 「 東 洋 建 築 系 統 図 」
が 、 相 対 主 義 的 な 建 築 理 念 の 表 現 と し て 作 成 さ れ る 。 帰 国 後 に 担 当 し た 講 義 の 準
備 ノ ー ト に も 、 同 様 の 図 が 描 か れ て お り 、 ま た 、 「 建 築 進 化 論 」 中 の 挿 図 の 原 型
も 登 場 す る 。 明 治 41年 の 草 稿 に は 、 円 が 重 な り 合 う 図 の 原 型 が 見 ら れ る 。 以 上 の
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検 討 を 通 し て 、 「 建 築 進 化 論 」 が 西 欧 の 建 築 理 念 と の 対 決 を 意 識 し て 生 み 出 さ れ
た 理 念 で あ り 、 自 ら の 東 洋 ・ 西 洋 ・ 日 本 建 築 史 の 認 識 を 総 合 す る も の で あ っ た こ
と を 明 ら か に し た 。
本 論 第 ３ 編 「 伊 東 忠 太 の 設 計 活 動 の 特 質 」 （ ４ 章 ） で は 、 留 学 後 か ら 昭 和 戦 前

期 に お け る 設 計 活 動 の 特 質 を 明 ら か に し 、 建 築 理 念 と の 関 係 を 論 じ た 。
第 １ 章 「 明 治 期 に お け る 創 作 活 動 」 で は 、 発 見 し た 図 面 史 料 か ら 、 明 治 期 の ６

作 品 の 意 匠 と 設 計 経 緯 を 詳 ら か に し た 。 可 睡 斎 護 国 塔 の 初 期 案 や 、 大 連 太 子 堂 や
三 会 寺 釈 王 殿 の 不 実 施 案 な ど を 通 し て 、 明 治 末 の 伊 東 が 、 従 来 考 え ら れ て い た 以
上 に 、 多 く の 設 計 活 動 を 独 自 の 手 法 で 手 が け て い た こ と を 具 体 的 に 示 し た 。
第 ２ 章 「 明 治 期 に お け る 西 本 願 寺 関 連 の 創 作 活 動 」 で は 、 図 面 史 料 が 確 認 さ れ

た 西 本 願 寺 に 関 わ る 明 治 期 の ５ 作 品 を 扱 い 、 不 実 施 に 終 わ っ た 大 連 別 院 や 鎮 西 別
院 な ど の 意 匠 と 設 計 経 緯 を 明 ら か に し た 。 続 い て 、 前 章 で 得 ら れ た 知 見 と あ わ せ
て 伊 東 の 創 作 活 動 の 手 法 を 検 討 し た 。 そ の 特 質 は 、 歴 史 の 中 か ら 多 様 な 要 素 を 選
択 し 、 そ れ を 変 形 さ せ 、 あ る い は 様 式 間 を つ な ぐ よ う な 細 部 意 匠 を 用 い る こ と
で 、 一 つ の 折 衷 さ れ た 全 体 を 作 り 出 そ う と す る と こ ろ に 見 出 さ れ る 。 細 部 意 匠 や
立 面 構 成 、 平 断 面 構 成 と い っ た 各 々 の 要 素 は 、 作 品 の 与 条 件 （ 用 途 や 立 地 な ど ）
と の 関 連 を 利 用 し て 、 別 個 に 、 可 能 な 限 り 幅 広 い 歴 史 的 様 式 か ら 参 照 さ れ る 傾 向
に あ る 。 伊 東 の 本 領 は 、 こ う し て 選 択 し た 相 互 に 異 質 な 要 素 を 、 な じ ま せ 、 組 み
合 わ せ て 、 新 規 の 作 品 を 生 み 出 す こ と に 発 揮 さ れ る 。 要 素 の 接 合 に 、 一 つ の 役 割
を 果 た す の が 、 〈 火 燈 曲 線 〉 、 〈 パ ル メ ッ ト 文 〉 、 〈 蓮 弁 状 隅 飾 〉 、 〈 動 物 ・ 妖
怪 装 飾 〉 と い っ た 、 伊 東 の 作 品 に 頻 繁 に 表 れ る 細 部 意 匠 で あ る 。 こ れ ら は 、 歴 史
的 様 式 を 個 性 的 に 変 形 し た も の で 、 間 - 様 式 的 な （ 複 数 の 様 式 を つ な ぎ 、 時 に は
双 方 に 同 時 に 存 在 す る ） 意 味 を 帯 び て 、 使 わ れ て い る こ と が 分 か っ た 。
第 ３ 章 「 大 正 ・ 昭 和 期 に お け る 創 作 活 動 」 で は 、 図 面 史 料 が 残 る 大 正 ・ 昭 和 期

の 34作 品 を 対 象 と し 、 関 連 史 料 と あ わ せ て 検 討 を 加 え た 。 そ の 結 果 、 11作 品 の 形
態 が 判 明 し 、 多 く の 作 品 の 設 計 経 緯 が 解 明 な い し は 修 正 さ れ た 。
第 ４ 章 「 現 存 作 品 の 考 察 と 創 作 手 法 の 再 考 」 で は 、 ま ず 、 図 面 史 料 に 基 づ い た

第 １ ～ ３ 章 で は 扱 え な か っ た 、 そ の 他 の 主 要 作 品 に つ い て 、 関 連 史 料 を も と に 歴
史 的 事 実 を 明 ら か に し た 。 続 い て 、 大 正 ・ 昭 和 期 の 作 品 を 検 討 し た 結 果 を 組 み 入
れ 、 第 ２ 章 で 明 ら か に し た 伊 東 の 創 作 手 法 の 特 質 を 再 び 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 明
治 期 の 創 作 活 動 か ら 得 ら れ た 特 質 は 、 大 正 ・ 昭 和 期 の 創 作 活 動 に も 、 そ の ま ま 当
て は ま る こ と が 分 か っ た 。 加 え て 、 新 た に 二 つ の 特 質 が 明 確 と な っ た 。 一 つ は 可
能 な 限 り 多 様 な 、 中 間 的 な 様 式 を 用 い よ う と す る 傾 向 で あ り 、 も う 一 つ は 、 洋 の
東 西 を つ な ぐ よ う な 曲 線 を 多 用 す る こ と で あ る 。 以 上 の 創 作 手 法 の 特 質 は 、 世 界
の 建 築 を 相 対 主 義 的 に 扱 い 、 多 様 性 と 共 通 性 と を 見 出 し た 上 で 、 そ れ ら を 主 体 的
に 活 用 し よ う と す る 伊 東 の 建 築 理 念 と 符 合 す る と い う 結 論 を 提 出 し た 。
結 論 で は 、 本 論 で 考 察 し た 要 約 を 総 括 的 に 掲 げ 、 本 論 文 の 結 論 と し た 。


